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二
月
十
四
日
未
明
か
ら
十
五
日
午
前
中
ま
で
に
降
り
続 

い
た
雪
は
、
県
内
で
記
録
的
な
大
雪
と
な
り
ま
し
た
。 

当
仁
生
園
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
一
四
〇
㎝
は
超 

え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

除
雪
車
に
よ
る
除
雪
は
、
幹
線
道
路
が
優
先
さ
れ
、
当

施
設
敷
地
内
の
除
雪
作
業
は
職
員
が
手
作
業
で
、
取
り
急

ぎ
行
わ
れ
ま
し
た
。 

仁 

生 

園 

【
特 

養
】 

仁
生
園
で
は
、
入
所
者
の
皆
様
の
お
世
話 

を
す
る
職
員
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
り
、
施
設
か
ら 

比
較
的
近
い
場
所
に
居
住
す
る
職
員
に
対
し
順
次
登
園
を 

促
し
、
人
員
の
配
置
が
適
切
な
も
の
と
な
る
よ
う
配
意
し 

ま
し
た
。
職
員
の
中
に
は
連
絡
を
受
け
て
か
ら
、
あ
の
雪 

の
中
を
三
時
間
～
五
時
間
か
け
て
徒
歩
で
登
園
し
、
介
護 

業
務
に
従
事
し
、
そ
の
後
、
三
泊
四
日
の
勤
務
を
協
力
的

に
や
っ
て
く
れ
た
職
員
も
大
勢
い
ま
し
た
。 

 

暖
房
用
の
燃
料
は
、
降
雪
前
に
発
注
を
済
ま
せ
て
い
た 

も
の
の
配
送
不
能
と
な
り
、
地
元
業
者
様
の
ご
協
力
に
よ 

り
三
〇
〇
〇
㍑
の
重
油
の
確
保
が
で
き
ま
し
た
。 

【
給 

食
】 

委
託
業
者
に
よ
る
食
材
の
配
送
が
滞
り
、 

業
者
・
職
員
に
よ
る
調
達
（
買
出
し
）、
施
設
内
非
常
食
の 

活
用
で
、
食
事
の
提
供
に
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

【
医
務
室
】 

看
護
師
四
名
中
三
名
が
登
園
不
可
の
状
態

に
陥
り
、
残
さ
れ
た
一
名
が
四
名
分
の
看
護
を
任
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
介
護
職
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
感
謝
す
る
こ
と
し
き
り
で
す
。 

【
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
相
談
セ
ン
タ
ー
】 

 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
二
月
十
五
日
～
二
十
二
日
の
間
、

長
期
営
業
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
利
用
者
、
ご
家
族
並

び
に
関
係
各
位
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
、
お
詫
び 

      

申
し
上
げ
ま
す
。
利
用
者
の
皆
様
の
安
否
確
認
の
た
め
に

全
戸
訪
問
を
行
い
ま
し
た
が
、
玄
関
前
ま
で
の
除
雪
な
ど

ご
近
所
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
営
業
再
開
に

向
け
て
除
雪
作
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

相
談
セ
ン
タ
ー
で
も
利
用
者
様
宅
へ
の
訪
問
が
で
き

ず
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
予
定
者

様
へ
の
連
絡
調
整
に
追
わ
れ
る
日
々
で
し
た
。 

【
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
や
す
ら
ぎ
」】 

 

北
側
の
居
室
の
窓
は
す
っ
か
り
埋
も
れ
、
破
損
を
心
配

す
る
ほ
ど
で
し
た
。
食
事
の
支
度
に
は
、
ご
家
族
様
に
ご

心
配
を
い
た
だ
き
、
急
場
を
し
の
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

第
二
仁
生
園 

 

大
人
の
肩
ま
で
埋
ま
る
ほ
ど
の
積
雪
と
な
り
ま
し
た
。

職
員
は
帰
宅
が
で
き
ず
、
そ
の
ま
ま
施
設
に
泊
ま
り
込
み
、

翌
朝
か
ら
再
び
勤
務
と
言
う
体
制
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。 

 

短
期
で
ご
利
用
の
お
客
様
も
延
泊
と
な
り
、
ご
家
族
様

へ
の
連
絡
や
道
路
事
情
の
把
握
に
努
め
た
結
果
、
無
事
ご

帰
宅
さ
れ
ま
し
た
。 

 

給
食
に
関
し
て
は
、
や
は
り
配
送
が
間
に
合
わ
ず
非
常

時
用
の
備
蓄
で
対
応
し
ま
し
た
が
、
欠
食
・
遅
延
は
一
度

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

  

こ
の
度
の
豪
雪
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
な
が
ら
、
入
所
者
・
利
用
者
の
皆
様
に
不
安
な
思
い
を

さ
せ
る
こ
と
な
く
介
護
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

 

関
係
各
位
に
は
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

      

県
内
記
録
的
な
大
雪
と
な
り
、
関
係
各
位
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し
た 

一週間ぶりに営業開始したデイサービス。ご迷惑をお掛け致しましたが、皆様お元気な様子で笑顔が溢れていました。 
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第 177号                        社会福祉法人 愛 寿 会                平成 26年 3月 10日 

平
成
二
十
五
年
度 

愛
寿
会 
後
援
会 

役
員
会 

（
社
会
福
祉
法
人 

愛
寿
会 

後
援
会 

事
務
局
） 

 

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、
愛
寿
会
後
援
会
役
員
会(

二
月

二
十
一
日(

金)

開
催
予
定)

は
、
大
雪
の
後
の
道
路
事
情
等

の
影
響
で
開
催
を
断
念
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
愛
寿

会
後
援
会
役
員
会
は
、
後
援
会
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
「
決

定
機
関
」
の
役
割
を
担
う
組
織
で
、
例
年
こ
の
時
期
に
、

今
年
度
事
業
の
進
捗
状
況
や
来
年
度
事
業
の
実
施
計
画
、

並
び
に
、
来
年
度
の
当
初
予
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
す
る

目
的
で
開
催
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。 

 

こ
の
後
援
会
に
と
っ
て
重
要
な
会
議
を
流
会
と
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
止
む
を
得
ず
「
書
面
に
よ
る

議
決
」
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

以
下
、
議
題(

案)

と
、
そ
の
内
容
を
掲
載
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

【
議
題(

案)

】 

第
一
号 

平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て 

・
「
夏
ま
つ
り
」
の
開
催
に
対
す
る
資
金
支
援 

・
「
最
新
介
護
機
器
整
備
事
業 

(

※)

」
へ
の
取
り
組
み 

((

※)

以
下
に
関
連
記
事
掲
載) 

・「
介
護
福
祉
士
資
格
取
得
」
及
び
「
研
究
委
員
会
の
研

修
研
究
」
に
対
す
る
資
金
支
援 

第
二
号 

愛
寿
会
後
援
会
へ
の
入
会
状
況 

・
地
域
・
年
度
別
入
会
状
況(

※) 

    

未
曽
有
の
大
降
雪
の
た
め
「後
援
会
役
員
会
」を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
・・・ 

 
 
 

 
「書
面
に
よ
る
議
決
」に
基
づ
い
て 

事
業
計
画
・当
初
予
算
の
ご
了
承
を
い
た
だ
き
ま
し
た 

 

 

 

第
三
号 

平
成
二
十
五
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て 

第
四
号 

平
成
二
十
六
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て(

※) 

 

議
題
第
一
号
で
は
、
「
最
新
介
護
機
器
整
備
事
業
の
取
り

組
み
と
し
て
「
３(

ス
リ
ー)

モ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
」
の
整
備
事

業
を
ご
報
告
し
て
い
ま
す
。 

  

議
題
第
二
号
で
は
、
後
援
会 

へ
の
入
会
者
の
状
況
を
表
示
し
、 

入
会
者
数
が
年
々
減
少
し
て
い 

る
状
況
を
ご
報
告
し
て
い
ま
す
。 

 
 

議
題
第
三
号
と
第
四
号
は
、
予 

算
に
つ
い
て
ご
審
議
を
い
た
だ
く 

予
定
に
し
て
お
り
ま
し
た
。
介
護
福
祉
士
資
格
取
得
の
た

め
の
講
習
会
費
用
や
敬
老
の
日
な
ど
の
実
施
費
用
に
つ
い

て
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
「
夏
ま
つ
り
」（
教
養
娯
楽
費
）

と
同
様
に
、
後
援
会
が
直
接
支
出
す
る
「
事
業
費
支
出
」

と
し
て
計
上
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
二
十
六
年
度
も
こ
れ

を
踏
襲
し
て
、
後
援
会
の
当
初
予
算
の
編
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

 

「
書
面
議
決
」
の
結
果
は
、
役
員
の
皆
様
か
ら
「
賛
成
」

と
の
ご
表
明
を
い
た
だ
き
、
平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
運

営
に
邁
進
し
て
い
く
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
、
決
意
を
誓

い
ま
し
た
。 

        

 

 

[

ス
リ
ー
モ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド] 

  
愛 寿 会 後 援 会  入 会 状 況 表 

 
   

（平成 ２５ 年 １２ 月 ３１ 日  現 在） （単位＝件.円） 

区   分 
年度別入会件数 実件

数 

終身 

会員 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

山 

梨 

県 

北 

杜 

市 

明 野 町 1 1 2 3 0 

大 泉 町 15 15 13 50 1 

小淵沢町 29 25 19 52 5 

須 玉 町 7 6 3 7 0 

高 根 町 16 14 11 28 0 

長 坂 町 72 66 58 112 4 

白 州 町 18 10 10 26 1 

武 川 町 2 1 1 4 2 

北 杜 市 計 160 138 117 282 13 

県内他市町村 17 15 15 30 2 

他の都道府県 20 27 26 43 7 

合   計 197 180 158 355 22 

※１ 「年度別入会件数」欄の数値は、年度毎の入会者（寄附者）数です。 

※２ 「実件数」欄の数値は、平成２２年度以降の入会者（寄附者）の合計

です。 

 

平 成 ２６ 年 度   資 金 収 支 予 算 書 
 （単位＝千円） 

勘   定   科   目 
①平成  ②平成  増 減 
２６年度 ２５年度 ①－② 

事
業 
・ 
そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支 

収
入 

163 受取利息配当金収入 0 0 0 
167 施設整備等寄附金収入 0 0 0 

180 事業区分間繰入金収入 2,200 2,200 0 
収入計（1） 2,200 2,200 0 

支
出 

112 事業費支出 2,000 1,850 150 

  05 保健衛生費支出 0 0 0 
  08 教養娯楽費支出 1,200 1,100 100 

  14 消耗器具備品費支出 800 750 50 
113 事務費支出 670 647 23 

  04 研修研究費支出 550 530 20 
  05 事務消耗品費支出 10 5 5 

  06 印刷製本費支出 0 0 0 
  10 通信運搬費支出 20 20 0 

  11 会議費支出 50 50 0 
  12 広報費支出 0 0 0 

  14 手数料支出 30 30 0 
  22 雑支出 10 12 △ 2 

134 事業区分間繰入金支出 2,100 5,100 △ 3,000 
  （介護労働合理化施設整備費） 2,000 2,000 0 

  （資格取得、研究委員会等費用） 0 0 0 
  （敬老の日、クリスマス会等費用） 0 0 0 

  （教養娯楽施設整備費） 100 100 0 
  （介護浴槽整備支援費） 0 3,000 △ 3,000 

支出計（2） 4,770 7,597 △ 2,827 

141 予備費支出（3） 0 0 0 

当期資金収支差額合計（４）＝（1）－（2）－（3） △ 2,570 △ 5,397 2,827 
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仁 

生 

園 

     

～ 

節
分 

『
豆
ま
き
』 

～ 

 

 

二
月
二
日
の
日
曜
日
、
各
フ
ロ
ア
に
お
い
て
節
分
行
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

一
―
三
班
で
は
、
午
後
の
豆
ま
き
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

に
向
け
て
午
前
中
か
ら
準
備
を
開
始
。
ま
ず
は
、
鬼
の
面

の
色
塗
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
皆
様
日
頃
、
絵
手

紙
で
鍛
え
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
色
塗
り
は
お
手
の
物
。 

 

昔
は
近
所
中
か
ら
大
き
な
声
が
聞
こ
え
て
き
た
も
ん

だ
。
オ
ニ
は
外
～
っ
て
な
」「
豆
は
年
の
数
だ
け
食
べ
る
だ

ぞ
っ
て
言
わ
れ
て
ね
」
「
そ
う
そ
う
！
摘
ん
だ
豆
を
一
生

懸
命
数
え
た
よ
。
豆
も
美
味
し
か
っ
た
ね
ぇ
」 

                         

～ 

誕
生
会 

『
寿
司
会
食
』 

～ 

 

 

「
何
が
食
べ
た
い
で
す
か
・
？
」
入
所
者
様
の
希
望
等

を
伺
う
『
入
所
者
の
つ
ど
い
』
で
い
つ
も
必
ず
出
て
く
る

お
寿
司
の
話
題
。
誰
も
が
御
馳
走
と
い
う
と
ま
ず
思
い
浮

か
ぶ
食
べ
物
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

   

～ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
や
す
ら
ぎ
」 

～ 

 

 

二
月
十
四
日
か
ら
記
録
的
な
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
、

「
や
す
ら
ぎ
」
の
玄
関
の
様
子
を
写
真
に
収
め
ま
し
た
。 

 

 

 

～ 

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
「
こ
あ
ら
ま
」 

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
フ
ォ
ン
デ
ュ 

～ 

 

フ
ル
ー
ツ
や
マ
シ
ュ
マ
ロ
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

外
は
雪
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ

ん
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
あ

ら
ま
フ
ロ
ア
へ
は
暖
か
い
陽
が

入
っ
て
、
ポ
カ
ポ
カ
す
る
な
か

で
お
茶
と
甘
い
お
や
つ
を
食
べ

な
が
ら
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
時
の
話
な
ど
で
会

話
も
弾
み
、
何
度
も
楽
し
そ
う

な
笑
い
声
が
聞
こ
え
る
と
て
も

良
い
交
流
の
場
と
な
り
ま
し

た
。 

 

 

お
粥
の
方
に
も
細
か
く
し
た
マ
グ
ロ
や
玉
子
が
添
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ケ
ー
キ
も
あ
り
豪
華
な
会
食
と

な
り
ま
し
た
。 

  

 

二
月
の
誕
生
会
は

日
清
医
療
食
品
さ
ん

の
協
力
の
も
と
、『
寿

司
会
食
』
が
行
わ
れ
ま

し
た
。普
段
お
粥
を
召

し
上
が
っ
て
い
る
方

も
、
お
寿
司
な
ら
食
べ

ら
れ
る
と
希
望
さ
れ

る
方
も
沢
山
い
ま
す
。 

 

握
り
寿
司
の
ネ
タ

は
、
マ
グ
ロ
、
エ
ビ
、

ア
ナ
ゴ
、
玉
子
、
細
巻

等
お
年
寄
り
に
食
べ

や
す
い
よ
う
に
配
慮

し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

    

 

昔
の
思
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
な

が
ら
、
鬼
の
面
が

次
々
に
完
成
し
豆

ま
き
の
気
分
も
準

備
も
万
端
。 

午
後
は
い
よ
い

よ
豆
ま
き
で
す
。
鬼

の
面
を
か
ぶ
っ
た

職
員
に
「
オ
ニ
は
～

外
！
福
は
～
内
！

オ
ニ
の
ま
な
こ
を

ぶ
っ
つ
ぶ
せ
！
」
と

元
気
一
杯
。 

         

 

あ
ら
ゆ
る
災
い
が
退
散
し
、
今
年
も
無
病
息
災
で
あ
る

こ
と
が
叶
う
気
迫
十
分
な
豆
ま
き
で
し
た
。 

外
出
も
で
き
ず
、
食
材
の
心

配
を
し
ま
し
た
が
備
畜
も
あ

り
、
ま
た
ご
家
族
様
に
も
ご
配

慮
を
い
た
だ
き
、
急
場
を
し
の

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

入
居
者
様
も
体
調
を
崩
さ

れ
た
方
は
な
く
、
平
穏
な
生
活

を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

  

 

「
ま
た
、
来
年
お
願
い
し
た
い

ね
」
の
声
掛
け
に
「
明
日
で
も
い

い
よ
」
と
、
と
び
っ
き
り
の
笑
顔

と
供
に
返
事
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。 

    



平
成
二
十
六
年
二
月
一
日
～ 

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日 

 
愛
寿
会
・
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
へ
の 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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感
謝 

第 177号                        社会福祉法人 愛 寿 会                平成 26年 3月 10日 

金
員
・
物
品
の
ご
寄
附 

 ・
神
奈
川
県
三
浦
市 

 
 

三
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

 
様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

北
杜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

 

様 

・
韮
崎
市 

 
 
 
 
 
 

 

細 

田 
 

太
満
美  

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

 

フ
ジ
モ
リ
電
気 

 

藤 

森 
 

喜 

正 
 

 

様 

   
 
 
 
 
 
 

   

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 ・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
が
ら
か
グ
ル
ー
プ 

代
表 

吉
田 

道
子 

 
 

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
ず
っ
こ
の
会 

 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

代
表 

佐
野 

恭
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

う
た
な
か
ま
八
ヶ
岳 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

保 

坂 
 

多
枝
子 

 

様 

・
北
杜
市 
 
 
 
 
 
 

井 

上 
 

早
智
子 

 

様 

・
北
杜
市 
 
 
 
 
 
 

三 

村 
 

明 

子 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

原 

田 
 

勝 

子 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 

 
 

青 

柳 
 

昭 

次 
 

様 

      

い
つ
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
利
用
者
の
皆
様
に
、
よ
り
ご
満
足
い
た
だ
け

る
施
設
運
営
を
目
指
し
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
誠
心
誠
意

努
め
て
参
り
ま
す
。 

何
卒
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
の
ほ
ど
を
、
ま
た
、
ご
叱
正

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

略
儀
な
が
ら
、
お
礼
状
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

愛
寿
会
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
や
施
設
見
学
等
の

ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

仁 

生 

園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
８
２
７
０ 

第
二
仁
生
園 

                            

山
梨
県
共
同
募
金 

平
成
二
十
四
年
度
配
分
平
成
二
十
五
年
度
事
業
で 

空
気
清
浄
機
等
を
整
備
し
ま
し
た 

 

 

毎
年
の
暖
か
い
善
意
で
平
成
二
十
五
年
度
事
業
は
空
気

清
浄
機
四
台
、
折
り
た
た
み
ク
イ
ッ
ク
テ
ン
ト
一
基
を
整

備
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
空
気
清
浄
機
は
高
濃
度
プ
ラ
ズ
マ
ク
ラ
ス
タ
ー

（
浮
遊
カ
ビ
菌
等
を
空
中
で
除
去
し
ウ
イ
ル
ス
の
作
用
を

抑
え
除
去
す
る
）
加
湿
機
能
付
き
の
も
の
で
す
。 

 

ウ
ィ
ル
ス
が
生
存
し
や
す
い
乾
燥
・
低
温
の
環
境
に
な

る
と
音
声
で
お
知
ら
せ
し
て
く
れ
て
、
自
動
的
に
プ
ラ
ズ

マ
ク
ラ
ス
タ
ー
と
加
湿
を
強
化
し
ま
す
。
そ
の
音
声
が
聞

こ
え
た
時
に
「
ロ
ボ
ッ
ト
み
た
い
だ
ね
。」
と
利
用
者
様
も

不
思
議
な
顔
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
寒
い
冬
の
間
は
窓
を 

   

 

 

～ 

神
奈
川
県
三
浦
市
特
産
の 

「
野
菜
」
が 

届
き
ま
し
た 

～ 

 
 
 

北
杜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長 

篠
原
秀
彦
様
か
ら 

  

山
梨
県
は
十
四
日
未
明
か
ら
雪
が
降
り
続
き
、
未
曾
有
の
積

雪
に
よ
り
県
内
で
は
直
接
の
被
害
は
も
と
よ
り
、
交
通
の
大
混

乱
に
よ
り
陸
の
孤
島
と
化
し
、
県
民
生
活
は
多
岐
に
わ
た
り
い

た
る
面
で
い
ま
だ
困
窮
し
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
当
ク
ラ
ブ
の
姉
妹
ク
ラ
ブ
で
あ
る
、
神
奈
川
県
三
浦
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
と
お
し
て
こ
の
様
な
窮
状

を
危
惧
し
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
精
神
で
あ
る
「
奉
仕
を
し
よ
う
」

と
行
動
を
起
こ
し
、
山
梨
で
は
不
足
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
、

三
浦
市
の
特
産
で
あ
る
野
菜
類
の
支
援
品
が
当
ク
ラ
ブ
に
届

き
、
仁
生
園
に
も
配
ら
れ
ま
し
た
。 

     

三
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
様
、
北
杜

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
様
、
た
く
さ
ん

の
「
野
菜
」
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

開
閉
で
き
な
い
食
堂
、
ま

た
は
日
中
の
活
動
ス
ペ
ー

ス
の
場
に
常
時
置
い
て
い

ま
す
。 

折
り
た
た
み
テ
ン
ト
に

つ
い
て
は
、
外
活
動
の
際

に
日
除
け
・
寛
ぎ
よ
う
に

活
用
い
た
し
ま
す
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

   

日
清
医
療
食
品
様
か
ら 

ご
あ
い
さ
つ 

 

大
雪
の
影
響
に
よ
り
交
通
網
が
麻
痺
し
、
食
材
搬
入
に
大
き

く
支
障
を
き
た
し
ま
し
た
が
、
災
害
時
用
の
備
蓄
食
、
園
の
職

員
様
、
弊
社
担
当
者
に
よ
る
買
出
し
等
で
通
常
に
近
い
形
で
食

事
提
供
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

今
後
、
弊
社
と
致
し
ま
し
て
は
、
降
雪
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
・

備
畜
食
材
に
つ
い
て
再
度
見
直
し
を
図
り
、
災
害
時
に
お
い
て

も
安
心
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
努
力
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
何
卒
、
引
き
続
き
御
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
伏
し
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 


